
事 項 夏秋トマトの灌水同時施肥栽培における葉柄の硝酸濃度に応じた窒素追肥（追加）
～硝酸イオンメーターを用いた簡易診断法～

夏秋トマトの灌水同時施肥栽培では、栽培中に葉柄の硝酸濃度を測定して栄養診断を行
ね ら い うことで、収量を確保しながら窒素施用量や土壌への過剰蓄積を減らすことができる。

葉柄の硝酸濃度はＲＱフレックスで簡易に測定できるが、硝酸イオンメーターで測定す
ると、さらに簡易・低コストに測定できることが明らかになったので、参考に供する。

１ 実用性
硝酸イオンメーターを用いた測定法は、ＲＱフレックスを用いた従来の測定法と相関
が高く、トマト葉柄の硝酸濃度の測定に利用できる。また、測定手順が簡単で測定にか
かるコストが少ない。

指 ２ 測定手順
（1）葉柄は、標準的な生育をしている10株以上から１本ずつ採取する。採取部位は、果実

導 肥大期(果実の大きさが４㎝程度)の果房直下葉の中央部にある小葉の葉柄とする。
（2）硝酸イオンメーターの校正を、標準液を用いて行う。

参 （3）採取した葉柄を長さ５mm程度に細かく刻み、搾汁器でよくつぶす。
（4）汁液の硝酸濃度を、硝酸イオンメーターで測定する。

考
３ 栄養診断による窒素追肥

内 葉柄の硝酸濃度に応じた窒素追肥は、平成22年度指導参考資料「夏秋トマトの灌水同
時施肥栽培における葉柄の硝酸濃度に応じた窒素追肥」を参考に行う。ただし、硝酸イ

容 オンメーターによる測定値はＲＱフレックスの測定値と比較して、最大で1,000ppm程度
高い場合があり、従来の基準値では窒素不足となるおそれがあるため、追肥を行う基準
値を2,000ppmから3,000ppmに変更し、下表のようにする。

１ 夏秋トマトの栄養診断を簡単に実施できる。
期 待 さ れ る 効 果 ２ 適切な時期に適切な量の窒素施肥が行われ、高品質なトマトの安定生産が図られる。

３ 余分な窒素施肥が行われず、土壌など環境への負荷や肥料コストを少なくできる。
利用上の注意事項 硝酸イオンメーターは、機器の取扱説明書に従って使用する。
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【根拠となった主要な試験結果】


